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い
に
あ
る
高
台
の
土
地
を
購

入
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
対

応
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通

信
を
完
備
し
た
集
合
棟
を
建

設
。
住
宅
を
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
契
約
で
提
供
し
て
起

業
家
や
企
業
な
ど
を
対
象
に

新
し
い
働
き
方
を
提
案
す

る
。村

越
氏
は
「
自
然
と
と
も

に
暮
ら
す
働
き
方
は
、
多
摩

エ
リ
ア
を
拠
点
と
す
る
ム
ラ

コ
シ
精
工
が
元
々
実
践
し
て

き
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
だ
。

イ
ン
フ
ラ
が
あ
り
自
然
が
あ

り
安
全
安
心
の
東
京
は
世
界

で
も
有
数
の
都
市
。
起
業
し

た
い
人
の
受
け
皿
に
な
る
」

と
意
気
込
む
。

「W
o
rk

catio
n
B
a

se
O
M
E

」
は
８
月
に
集

合
棟
６
棟
が
完
成
。
「
観
光

×
工
業
振
興
」
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
各
所
に
提
案
し
な

が
ら
事
業
の
本
格
化
を
目
指

す
。村

越
政
雄
氏
＝
１
９
４
１

年
１１
月
１１

１９
日
生
ま
れ
。
㈱
ム

ラ
コ
シ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
注

力
。
村
越
氏
は
「
自
然
に
恵

ま
れ
た
多
摩
地
域
は
世
界
レ

ベ
ル
の
起
業
家
が
集
ま
る
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う
な
創

業
拠
点
に
な
る
」
と
強
調
す

る
。「

観
光
×
工
業
振
興
」
の

先
行
し
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
自
社
で
は
「W

o
rk

c

a
tio

n
B
a
se

O
M
E

」

（
青
梅
市
）を
事
業
化
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を

機
に
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
都
心
か

ら
離
れ
た
場
所
で
楽
し
み
な

が
ら
働
く
生
活
ス
タ
イ
ル
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
同
社
は

奥
多
摩
の
自
然
豊
か
な
川
沿

の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
村
越
氏

は
こ
の
構
想
の
具
現
化
を
目

指
す
。

観
光
と
工
業
を
結
び
つ
け

る
取
組
み
も
進
め
て
い
る
。

都
商
工
会
連
合
会
会
長
と
し

て
注
力
し
て
き
た
の
が
東
京

都
の
多
摩
・
島
嶼
地
域
の
観

光
振
興
だ
。
都
心
で
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
多
い
一
方
で

多
摩
地
域
は
自
然
豊
か
で
観

光
地
と
し
て
の
潜
在
的
な
魅

力
が
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
か
ら
の

注
目
は
ま
だ
少
な
い
。
村
越

氏
は
小
池
百
合
子
都
知
事
に

直
接
訴
え
観
光
振
興
の
予
算

確
保
に
こ
ぎ
着
け
、
都
商
工

連
と
地
元
観
光
協
会
を
結
ぶ

ン
グ
」
と
言
う
考
え
方
の
も

と
で
設
計
さ
れ
た
住
宅
は
環

境
と
エ
コ
に
注
目
し
た
、
ま

さ
に
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
に
な
っ

て
い
る
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
が

確
立
し
て
き
た
中
で
、
そ
の

電
力
を
蓄
電
す
る
技
術
が
こ

れ
か
ら
の
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
村
越
氏
が
考
え
る
の
は

蓄
電
設
備
と
し
て
の
次
世
代

自
動
車
の
活
用
だ
。
電
力
の

ス
マ
ー
ト
化
を
図
り
住
宅
と

自
動
車
を
結
び
つ
け
る
―
。

こ
の
構
想
は
ム
ラ
コ
シ
精
工

の
領
域
の
違
う
２
つ
の
事
業

を
強
く
結
び
つ
け
る
き
っ
か

け
に
も
な
る
。
グ
ル
ー
プ
を

束
ね
る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

村
越
氏
が〝
テ
ス
ト
ル
ー
ム
〟

と
呼
ぶ
こ
の
集
合
住
宅
で

は
、
住
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
部

の
金
具
製
品
が
使
用
さ
れ
て

お
り
、
住
宅
の
長
寿
命
化
が

進
む
中
で
製
品
の
耐
久
試
験

場
と
し
て
も
活
か
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
太
陽
光
パ
ネ
ル

が
生
む
電
力
は
住
人
が
売
電

す
る
形
を
と
り
、
光
熱
費
を

抑
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
提
唱
す
る
「
エ
コ
リ
ビ

太
陽
光
パ
ネ
ル
や
テ
ラ
ス
を

備
え
て
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い

イ
ン
テ
リ
ア
で
飾
ら
れ
た
集

合
住
宅
も
グ
ル
ー
プ
の
事
業

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

ム
ラ
コ
シ
精
工
本
社
に
隣

接
す
る
集
合
住
宅
内
の
一
画

に
同
社
グ
ル
ー
プ
を
管
轄
す

る
㈱
ム
ラ
コ
シ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
事
務
所
が
あ
る
。

㈱
ム
ラ
コ
シ
精
工
（
東
京
都
小
金
井
市
、
村
越
雄
介
社
長
）
の
村
越
政
雄
会
長
が
令

和
４
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
旭
日
小
綬
章
を
受
章
し
た
（
本
紙
既
報
）
。
高
く
評
価
さ

れ
た
元
東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長
と
し
て
の
功
績
の
中
に
は
東
京
都
の
観
光
・
工
業

振
興
に
注
力
し
た
取
組
み
が
あ
る
。
自
社
で
は
住
イ
ン
テ
リ
ア
と
自
動
車
部
品
と
い
う

２
つ
の
事
業
を
「
環
境
」
や
「
電
力
ス
マ
ー
ト
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
結
び
つ
け
よ
う

と
す
る
狙
い
も
見
え
る
。
村
越
氏
に
聞
い
た
。
（
聞
き
手
＝
東
京
本
社
・
大
槻
）

村越政雄氏

社
長
。
２
０
１
２
年
６
月
に

東
京
都
商
工
会
連
合
会
会
長

に
就
任
（
～
２１
年
５
月
）
。

現
・
東
京
都
商
工
会
連
合
会

名
誉
会
長
。
１７
年
に
多
摩
観

光
推
進
協
議
会
会
長
に
就
任

（
～
２１
年
）
。

２１

２２
年
４
月
に

旭
日
小
綬
章
（
中
小
企
業
振

興
功
労
）
を
受
章
（
５
面
に

関
連
記
事
）
。
趣
味
は
渓
流

釣
り
、
ゴ
ル
フ
、
読
書
、
車
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

マックスＨＶ−Ｒ４１ＭＲ１ インタトルク採用の連結ねじ（上）（下）

バ
リ
ウ
ム
鋼
板
の
特
性
上

「
ね
じ
外
れ
」
や
ビ
ッ
ト
の

破
損
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
っ
た
。
現
場
で
は
こ
れ
ら

課
題
を
解
決
で
き
る
ツ
ー
ル

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
、
マ
ッ
ク
ス

は
高
水
準
の
ト
ル
ク
伝
達
効

果
を
確
保
し
て
、
ビ
ッ
ト
と

の
嵌
合
性
も
高
く
、
ま
っ
す

ぐ
ね
じ
が
締
め
込
ま
れ
る
こ

と
で
、
ぐ
ら
つ
き
を
抑
制
で

き
る
イ
ン
タ
ト
ル
ク
に
注

目
。
イ
ン
タ
ト
ル
ク
を
専
用

の
連
結
ね
じ
と
し
て
採
用
し

た
Ｈ
Ｖ
―
Ｒ
４１
Ｍ
Ｒ
１
を
開

発
し
た
。
既
設
の
ス
レ
ー
ト

の
上
か
ら
施
工
す
る
為
、
ね

じ
締
め
時
に
負
荷
が
特
に
高

く
な
る
カ
バ
ー
工
法
に
お
い

て
も
ね
じ
外
れ
の
頻
度
を
抑

え
て
安
定
し
た
ね
じ
締
め
を

実
現
し
た
。
連
結
ね
じ
に
よ

り
、
バ
ラ
ね
じ
で
の
締
結
よ

り
も
作
業
時
間
を
約
２
倍

荷
重
へ
の
耐
力
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
や
、
材
質
自
体
が
硬

質
で
し
っ
か
り
と
締
め
込
む

必
要
が
あ
る
た
め
だ
。
一
方

で
作
業
に
は
手
間
と
労
力
が

か
か
る
ほ
か
、
効
率
化
を
求

め
て
十
字
穴
タ
イ
プ
の
連
結

ね
じ
で
締
め
込
む
と
、
ガ
ル

根
施
工
に
最
適
な
高
速
ね
じ

打
機
。
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板

は
、
経
年
劣
化
に
よ
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
「
ス
レ

ー
ト
」
よ
り
も
耐
用
年
数
が

長
く
、
「
粘
土
瓦
」
よ
り
も

軽
く
丈
夫
で
、
高
い
防
水
性

の
機
能
を
持
ち
、
屋
根
材
と

し
て
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。

ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
を
使

用
し
た
施
工
は
新
築
・
改
築

と
も
に
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ

バ
で
１
本
ず
つ
バ
ラ
ね
じ
を

締
め
込
む
工
法
が
一
般
的
だ

っ
た
。
強
風
時
の
吹
き
上
げ

ね
じ
中
心
部
に
確
実
に
誘
導

し
て
、
さ
ら
に
ぐ
ら
つ
き
を

防
止
す
る
（
ガ
イ
ド
＆
ロ
ッ

ク
機
能
）
凸
部
を
差
し
込
む

ガ
イ
ド
を
持
つ
フ
ァ
ス
ナ

ー
。イ

ン
タ
ト
ル
ク
が
採
用
さ

れ
た
Ｈ
Ｖ
―
Ｒ
４１
Ｍ
Ｒ
１

は
、
住
宅
用
屋
根
材
と
し
て

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
ガ
ル

バ
リ
ウ
ム
鋼
板
を
使
っ
た
屋

イ
ン
タ
ト
ル
ク
は
、
カ
ム

ア
ウ
ト
を
防
ぐ
ヘ
ク
サ
ロ
ビ

ュ
ラ
の
リ
セ
ス
中
心
部
に
凹

部
を
設
け
、
ビ
ッ
ト
側
に
あ

る
ス
ー
パ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
呼

ば
れ
る
、
ビ
ッ
ト
先
端
部
を

結
ね
じ
は
新
築
施
工
用
の
長

さ
３２
㍉
㍍
と
カ
バ
ー
工
法
施

工
用
の
４１
㍉
㍍
を
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
。
ノ
ン
ク
ロ
ム
の
表
面

処
理
を
採
用
。
Ｈ
Ｖ
―
Ｒ
４１

Ｍ
Ｒ
１
の
希
望
小
売
価
格
は

１０
万
７
８
０
０
円（
税
込
）
。

（
マ
ッ
ク
ス
製
機
種
比
）
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ね

じ
外
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
で

ビ
ッ
ト
に
よ
り
屋
根
材
を
傷

つ
け
る
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ

と
も
で
き
る
と
い
う
。

イ
ン
タ
ト
ル
ク
の
専
用
連

㈱
ハ
イ
オ
ス
（
東
京
都
墨
田
区
、
戸
津
勝
行
社
長
）
の
開
発
し
た
特
殊

リ
セ
ス
「
イ
ン
タ
ト
ル
ク
」
が
、
マ
ッ
ク
ス
㈱
（
東
京
都
中
央
区
）
が
６

月
３０
日
に
発
売
し
た
屋
根
板
金
施
工
用
ね
じ
打
機
タ
ー
ボ
ド
ラ
イ
バ
ー

「
Ｈ
Ｖ
―
Ｒ
４１
Ｍ
Ｒ
１
」
の
専
用
連
結
ね
じ
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

インタトルク構造

侠
僑

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

挙
挙

で
、
ね
じ
・
ば
ね
関
連
業
者

か
ら
一
般
ま
で
幅
広
い
層
が

楽
し
み
な
が
ら
製
造
工
程
を

学
べ
る
演
出
と
な
っ
て
い

る
。今

回
の
「
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ

Ｔ

Ｏ

Ｓ
Ｗ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｌ
」
は
プ
ロ
カ
メ

ラ
マ
ン
で
も
あ
る
同
社
社
員

が
撮
影
。
今
回
は
動
画
第
１

弾
で
あ
り
、
今
後
は
第
３
も

し
く
は
第
４
弾
ま
で
撮
影
・

製
作
を
予
定
し
て
い
る
。

第
２
弾
は
ほ
ぼ
完
成
し
て

お
り
近
日
公
開
予
定
。
ナ
ッ

ト
や
ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ

ー
を
ワ
イ
ヤ
ー
放
電
・
研
磨

加
工
で
リ
ン
グ
（
指
輪
）
に

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

程
、
そ
し
て
品
質
管
理
測
定

―
に
つ
い
て
、
あ
え
て
音
声

・
文
字
情
報
に
よ
る
解
説
を

抑
え
、
子
供
か
ら
大
人
ま

ワ
イ
ヤ
ー
放
電
・
彫
り
放
電
・

研
磨
加
工
工
程
及
び
順
送
型

・
単
発
型
の
プ
レ
ス
加
工
工

研
磨
加
工
と
ロ
ー
ラ
ー
選
別

工
程
及
び
在
庫
棚
、
ま
た
プ

レ
ス
金
型
の
マ
シ
ニ
ン
グ
・

し
た
動
画
を
リ
ン
ク
さ
せ
、

某
Ｓ
Ｆ
映
画
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

風
ロ
ゴ
で
「
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ

Ｔ

Ｏ

Ｓ
Ｗ
（S

p
rin

g
W
a

sh
e
r

＝
ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ

シ
ャ
ー
）
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｌ
」
と
題
し
、
ス

プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
の
伸

線
・
巻
線
・
切
断
・
バ
レ
ル

ル
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
Ｓ
Ｅ

Ｏ
対
策
を
向
上
さ
せ
る
観
点

か
ら
ア
ド
レ
ス
を
「h

ttp

～
」
か
ら
「h

ttp
s

～
」
に

変
更
す
る
事
を
機
に
昨
年
春

か
ら
約
１
年
を
か
け
て
行
っ

た
。Ｈ

Ｐ
内
の
会
社
案
内
で
は

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
上
に
ア
ッ
プ

㈱
東
京
メ
タ
ル
（
神
奈
川

県
川
崎
市
、
竹
田
弘
二
社

長
）
は
４
月
に
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ

ー
及
び
プ
レ
ス
加
工
品
の
製

造
工
程
の
動
画
を
充
実
さ
せ

た
。今

回
の
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア

同社ＨＰからリンクした
ＹｏｕＴｕｂｅ上の動画第１弾

動
画
第
２
弾
は
こ
の
リ
ン
グ

の
加
工
工
程
を
公
開
予
定

動
画
第
１
弾
は
こ
ち
ら

Ｈ
Ｖ
―
Ｒ
４１
Ｍ
Ｒ
１
の
動
画

に
ア
ク
セ
ス

ム
ラ
コ
シ
精
工
村
越
政
雄
氏

多
摩「
観
光
×
工
業
」モ
デ
ル
事
業
も

〝〝
環環
境境
〟〟でで
住住
宅宅
とと
車車
つつ
なな

〝
環
境
〟で
住
宅
と
車
つ
な
ぐぐぐ
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